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Symposium on Targeted Alpha Therapy (TAT)は α
線放出核種を利用した標的治療に関するシンポジ
ウムであり，これまでに欧州と米国で 2， 3年に
一度開催されてきた．第 9回目となる今回のシン
ポジウムはポーランドの首都ワルシャワで開催さ
れた．欧米からの参加者が多く，日本からは金沢
大学の鷲山幸信先生と私が参加した．私にとって
今回が初めての参加であったが，非常に光栄な
ことに Travel Award for Young Researchersを頂き，
「Radioimmunotherapy with α-emitting radioisotope 

211At」と題して口頭発表をさせて頂いた．
このシンポジウムでは，α線放出核種に関する

製造から臨床利用までのあらゆる分野の研究者が
世界中から集まり，互いに最新の研究成果につい
て報告し，意見交換を行っている．今回 12ヵ国
から約 130名が参加しており，参加者人数が回を
重ねる毎に増えているようだ．まだ比較的小さな
コミュニティではあり，トップクラスの先生方と
直接に多くの意見を交わすことができ，大規模の
学会ではなかなか体験できないことであった．初
日はWelcome receptionのみだったが，本格的に
科学についてディスカッションを行う前に参加者
同士の顔合わせをすることができ，初めて国際学
会において口頭発表を行う私にとっては緊張をも
和らげられる有意義な時間となった．
シンポジウム自体は，33題の口頭発表と 18
題のポスター発表で構成されており，Clinical 

experience，Preclinical studies，Dosimetry and 
Instrumentation，Labeling approachesそして Radio-
chemistry and Nuclide Productionと大きく 5つの
セッションに分けられていた．ここではすべてを
紹介できないためいくつかピックアップして紹介
する．
オランダ Radboud University Medical CenterのDr. 

Sandra Heskampらは CEA陽性腫瘍に対する 213Bi
標識 IMP288ペプチドの Pretargeted radio immuno-
therapyについて報告した．CEA陽性大腸がん
皮下腫瘍マウスモデルを用いた治療実験におい
て，CEA と HSGに対し二重特異性を持つ TF2抗
体でプレターゲティングすることにより，213Bi-
IMP288の特異性および腫瘍集積効率が向上し，
顕著な抗腫瘍効果が得られたことを報告した．
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フランス IRCM の Dr. Riad Ladjohounlou らは
卵巣癌に対する 213Bi標識抗MISR IIモノクロー
ナル抗体 16F12の抗腫瘍効果について報告した．
彼らはさらに，高線量 213Bi標識抗体を使用する
際の Brief intraperitoneal radioimmunotherapy (BIP-
RIT)の可能性を提言した．213Bi標識抗体の腹腔
内投与 1時間後に，腹腔内を洗浄することでがん
組織に結合しなかった 213Bi標識抗体を取り除く
という手法である．腹膜播種マウスモデルを用
いた in vivo実験の結果から BIP-RITにより，IP-
RITに比べ正常臓器への集積が減少し，処置後 1
時間後の腫瘍血液比が 4倍増加したと報告した．
アメリカ Albert Einstein College of Medicineの

Dr. Ekaterina Dadachovaらは，放射線抵抗性であ
るヒト病原菌 Cryptococcus neoformansに対する外
照射および 213Bi標識抗体を用いた 2種類の α線
と γ線の細胞致死効果の比較データを報告し，α
線の感染症治療への応用について提言した．
ア メ リ カ Pacific Northwest National Laboratory
の Dr. Brian Miller らは ionizing-radiation Quantum 
Imaging Detector (iQID)を利用した ex vivoでの単
粒子デジタルオートラジオグラフィについて報
告した．最新の CCD/CMOSカメラと高性能グラ
フィック処理ユニットを用いることにより，α線
に対する〜20 μmの空間分解能を可能にした．ま
た，211Atのような単寿命核種に対しても mBq/μg
レベルの定量が可能になった．
スウェーデン Sahlgrenska Academy at University 

of Gothenburgの Dr. Emma Aneheimらは臨床利用
に向けた 211Atの抗体標識の自動化について報告
した．このシステムでは，照射ターゲットからの
211Atの乾式分離から標識・精製までの操作をす
べて自動的に 40分以内に行うことができる．現
時点で，自動システムによる標識率は約 50%と
マニュアルによる標識率には劣るが，放射化学的
純度が 95%以上を満たす，高い比放射能 (＞0.4 
GBq/mg)の標識体が得られていると報告した．
カナダ TRI-University Meson Factoryの Dr. Jason 

R. Crawfordらは，211Atの同位体である 209Atの
製造および新規 SPECT核種としての可能性につ

いて報告し，211Rn/211Atジェネレーターについて
も言及した．
今 回 の シ ン ポ ジ ウ ム に お い て，Clinical 

experience，Preclinical studiesセッションにおい
て 213Bi，Dosimetry and Instrumentation，Labeling 
approachesセッションにおいて 211At，そして
Radiochemistry and Nuclide Productionセッション
において 225Acに関する話題が最も多く取り上げ
られていた．
私は現在 α線内用療法に関わる生物研究を
メインに行っているが，大学の卒業研究として
211Atの製造や化学分離に関する研究に携わって
いた．当時の恩師から核種がどのように製造さ
れ，化学的性質を持ち，さらにその線量測定まで
広い視野をもつことが非常に重要であることを教
えて頂き，現在私自身がその重要性を痛感してい
る．このシンポジウムでは，そういったすべての
分野の研究者と意見交換を行うことができるた
め，α線内用療法に関わる研究を行う者として，
非常に重要である学会の一つであることを強く感
じた．また，今回開催地となったワルシャワは放
射線研究でノーベル物理学賞および化学賞を受賞
し，一番早くラジオアイソトープの治療応用を提
言した一人であるキュリー夫人の故郷でもあり，
その場所で開催された今回のシンポジウムに参加
できたことは非常に考え深く，次の同シンポジウ
ムにも参加できるよう今後さらに研究に励みたい
と思った．

参加された先生方とのお食事会

 

 

 


